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定時制閉課事業「閉課記念パネル」披露
１月１７日（水）
定時制農業科閉課事業

「閉課記念パネル」を設置
しました。二木浩志校長と
定時制農業クラブＯＢ会長
佐々木勇一様を代表として
除幕式を行いました。出席
した４年生、多数の定時制
ＯＢの卒業生をはじめ本校
職員に披露されました。記
念パネルは、本校森林科学
科に一昨年より製作を依頼したもので、６７年の永きにわたる
十勝の季節定時制の農業教育の足跡を刻んだものです。定時制
の一つの教育実績の証として受け継がれます。
また、この日は４年生に向けて今年度２回目となる、元定時

制職員の山田克二先生による講話会を本校会議室で行いました。
「命を大切に」～働きながら学ぶことこそ、本当の学習～を

テーマに「物事を見る尺度」に
ついて、わかりやすく講話して
いただきました。会場には、か
つての教え子である定時制ＯＢ
の皆様も多数駆けつけていただ
き、未来を担う４年生たちへの
はなむけとなる最後の授業とな
りました。

１２、１月のトピックス

２月の主な行事予定

１日（木）３年生家庭学習開始
２年生進路ガイダンス②（3.4ｈ）
全道実績発表（倶知安～2日）
森林・林業専攻高校生国際交流研修（～2/3）

２日（金）JICA研修員学校訪問（A科）
６日（火）北の国森林作り技術交流発表会（～7日）
８日（木）１年生進路ガイダンス②（4ｈ）
13日（火）３時間授業 (推薦入学者面接会場公開）
14日（水）生徒休業日 (推薦入学者選抜面接）

未来につなぐ森林づくり交流会(～15日）

15日（木）公務員模試、寮英単語コンクール
16日（金）５時間授業（職員会議）
19日（月）５時間授業（職員会議）（～20日）
21日（水）推薦入試合格内定者発表
22日（木）服装頭髪検査⑦
23日（金）１Aビート講演会
26日（月）学年末考査①、下宿訪問（～3/5）
27日（火）学年末考査②
28日（水）卒業式予行、賞状披露 卒業式前大掃除

農クOB会入会式・役員会、4学年登校日

食品科学科 HACCP評価基準A
１２月１２日（火）
食品科学科による本校産牛乳が「HACCPに基づく衛生

管理導入の評価基準」「評価段階A」取得しました。
12月7日の保健所の審査を経て12月12日付けで本校産

「牛乳」の「HACCPに基づく衛生管理導入の評価基準」
「評価段階A」を取得することができました。
帯広畜産大学地域連携推進センター食品安全マネジメン

トシステム推進室長 特任教授 渡辺信吾先生のご指導の
下、本校食品科学科3年生40人を対象に5月に「HACCP
システムによる乳製品製造管理」についての学習会をして
いただき、実際の製造工程から資料の整理、加工施設の確
認を行い取得することができました。
今まで製造してきた、製造工程の確認、記録の仕方を整

理し、普段から授業、実習で学んでいることを、整理する
ことにより「A」評価を受けることができ、今まで学んで
きたことに自信を持つことができました。
「これから実践していく若い

人たちに学んでいただき、自信
を持ってもらったことが素晴ら
しい」と渡辺先生よりお言葉を
いただきました。
今回の取得により、何に注意

して製造に当たれば良いかを改
めて確認し、生徒の知識を深め
ることのできる貴重な学習とな
りました。

年末に十勝管内農業協同組合の農畜産物取扱高が3，388億円と過去最高額を更新しました。また、十
勝の食糧自給率も1,266％と過去最高となり、一昨年の台風被害を乗り越え、十勝農業の足腰の強さを証
明しました。農業高校の指導目標でもある、生徒が地元農業の担い手として進路実現の後押しをしてくれ
る、力強い農業実績ともなりました。多くの生徒が、地元十勝で農業生産に携わってくれることを期待し
ます。
さて、３月をもって、６７年の歴史に幕を引くこととなった定時制農業科、閉課事業が粛々と実施され

ています。４月には、生徒玄関前に桜の木を３本植樹したり、１０月には、定時制の教諭であった山田克
二先生の記念講話をいただいたり、１月には、校長室前に閉課記念パネルを設置したりと計画どおり閉課
事業が進められています。残すところ、３月１日の卒業式に閉課セレモニーを行い、夜にお別れ会を開催

して、閉課に関する事業が全て終わります。植樹の移植管理から記念パネル制作等、森林科学科の先生方の協力によって素晴らし
い記念事業となりました。定時制の最後の卒業生となる１０名には、６７年の歴史と、定時制卒業生1,845名の思いを胸に、堂々
と卒業式に出席してください。全日制の生徒にとっても人ごとではなく、１００年続く帯農の歴史をしっかり見届けていただきた
いと思います。
冬季に入っても、帯農の部活動はしっかり活躍していただいています。スケート部やソフトテニス部、柔道部等、特に、アイス

ホッケー部が２２年ぶりの全国大会に出場しました。部員数が一番少ないチームでしたが、最後まで諦めず、試合をしてくれまし
た。第３ピリオド終了間近の１点、アイスホッケー部の底力を見ることができた瞬間でした。よく頑張ってくれた。これからも帯
農魂を発信して下さい。


